
６／１５（土）の例会報告と次回の内容です。 

A、内容報告 

 １、私たちが「条例を作るためにどうしていくのか」 

  君垣さんが質問事項に答えてくださり、それに対する質疑が 

  ありました。これについては、君垣さんが答えてくださったものを添付しました。 

  取り扱い注意でお願いします。（土田がメモをしたものなので見づらくてすみません） 

 ２、ねりまチャイルドの広報をどう進めるか（石崎さんから提案） 

  これについては、次回に話し合うために土田の方で整理してみました。 

  ◎賛同者を増やす。そのために「ねりまチャイルド」のことを広く知ってもらう。 

   ア、SNSの活用。事務局のメンバーを増やす。 

   イ、シンボル的なものを作って、それをチラシや名刺に載せて、配布する。 

    ＊ネームバリューのある人にお願いできればいいが。 

   ウ、ワークショップ（WS）を広げていく。 

    ・子ども向けと大人向けも。 

     ＊大人向けでは、意見表明権をマスターした方が成績も上がると言えるのでは？ 

    ・他の小中学校での可能性を探る。 

    ・開四小学童クラブでの遊びながらのWSを実践してみる。 

    ・地元の小学校等での読み聞かせの機会を活用する。 

    ・現役ママさんの賛同者を増やし、PTAの委員会等で取り入れてもらう。 

    ・子どもたちにもねりまチャイルドに参加してもらう。 

    ・ねりま子ども祭りや子どもフェスティバル等に参加し、子どもたちが自由に 

      話し合える場を作っていく。 

   エ、関係団体との連携。 

    ・今までピックアップした団体に加えて、ねりこそネットワークやどうぞの会、 

     冒険遊びの会、ねりま父母連、子ども食堂と連携していく。 

  などなど沢山の提起がされたので、次回以降の例会で実現に向けてしぼり、実行していく 

  ことが確認されました。 

 

 ３、６／８（土）実施の大泉南小５年３組でのワークショップの評価・反省。 

   土田の方から、WSで子どもたちに書いてもらった」①「これは嫌だ！納得がいかない！ 

   と思うこと」②「振り返りノート」③「練馬のこどもちへのアンケートなどの集計を 

   提起し、皆さんからもご意見を伺いました。 

   ・①はもう少し時間をかけて、子どもたちから引き出したい。 

   ・しかし、４０分という短い時間なので、今回子どもたちが書いた意見を、次回のクラス

に 

    提起してもいいのでは？ 

   ・パワポちょっと難しい部分があった。 

   ・「川崎市の子ども権利条例」の紹介の動画が良かった。例会でも見てみたい。 

   ・大泉西小学校はこういう学習に熱心だと聞いている。今回の成果をまとめて、校長に 

    お願いしてみてはどうか？ 

   ・開進２小でもできるかもしれない。 

 ４、学童保育でのワークショップの実施について 

   栄町児童館の館長さんから「児童館では難しいが、開四小学童保育で、遊びながらなら

OK」 

   と言われているので、早急に井上さんと土田の方で、「子どもの権利カルタ」などを中心

に、 

   やり方を検討して、館長さんに示し、了承を得て、実践してみる。 

   その内容や結果は、例会で報告する。 



以上です。参加された皆さん、何か修正・加筆がありましたら、お願いします。 

 

B、次回は、７／２０（土）１３：００～１５：００ 

 内容は…石崎さんから定期のあった件をしぼり、実行していく。 

     土田から「練馬区子ども議会 H29年報告」について報告。 

     その他、詳しくはまた少し前にお知らせします。 


